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経済連情報
安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。

「伝統的酒造り」ユネスコ無形文化遺産に登録
～静岡県産日本酒ブランド強化の取組～

▲「静岡いちご」を県知事へ贈呈

▲第59回貯蔵ミカン品評会
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メ
イントピック

ス

main
topics

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
計
画
生

産
の
推
進
や
生
産
サ
ポ
ー
ト
、
生
産
者
へ

精
選
し
た
種
子
の
供
給
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
袋
井
工
場
で
は
、

精
米
歩
合
の
高
い
酒
米
専
用
の
精
米
機
を

県
内
で
唯
一
導
入
し
て
お
り
、
県
内
で
生

産
さ
れ
る
酒
米
を
集
荷
・
精
米
し
、
県
内

の
各
酒
蔵
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
高
品
質
な
酒
米
の
生
産
、
供
給

を
通
じ
て
、
生
産
基
盤
の
維
持
強
化
と
県

産
日
本
酒
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
静
岡
県
の
日
本
酒
を
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

３
．
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
の
指
定

　

令
和
５
年
11
月
、日
本
酒
の
産
地
名「
静

岡
」
が
種
類
の
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｉ
は
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
保
護
す
る
国
の
制
度
で
、
産
品
の

強
み
が
見
え
る
化
さ
れ
、
消
費
者
の
信
頼

性
向
上
や
輸
出
促
進
な
ど
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
静
岡
酵
母
」を
発
酵
に
用
い
る
こ
と
や

県
内
で
採
取
し
た
水
を
使
う
こ
と
な
ど
を

条
件
に
県
酒
造
組
合
に
よ
る
審
査
を
通
過

し
た
清
酒
の
み
が
Ｇ
Ｉ
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ⅲ
　
本
会
の
酒
米
事
業
に
つ
い
て

　

本
会
食
糧
部
は
、
酒
米
の
生
産
か
ら
流

通
ま
で
の
事
業
に
包
括
的
に
取
り
組
ん
で

し
た
酒
は
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
飲
み
飽
き
し

な
い
酒
」、「
雑
味
の
な
い
綺
麗
な
酒
」
と

い
っ
た
評
価
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
酒
造
好
適
米
「
令
和
誉
富
士
」

　

平
成
10
年
に
誕
生
し
た
本
県
初
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
酒
造
好
適
米
「
誉
富
士
」
は
、
現

在
県
内
26
の
酒
蔵
で
使
用
さ
れ
、
人
気
の

高
い
品
種
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
収

量
性
の
低
さ
な
ど
の
栽
培
上
の
課
題
か
ら

県
農
林
技
術
研
究
所
が
新
品
種
の
育
成
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
産
か
ら
は
、「
誉
富
士
」
が

新
品
種
「
令
和
誉
富
士
」
へ
と
切
り
替
わ

り
、
県
内
で
の
栽
培
が
本
格
化
し
て
い
ま

す
。
耐
倒
伏
性
に
優
れ
、
米
粒
の
厚
さ
の

揃
い
が
良
い
こ
と
が
特
徴
で
、「
誉
富
士
」

の
酒
質
の
良
さ
を
保
ち
な
が
ら
収
量
性
の

向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
　
は
じ
め
に

　

令
和
６
年
12
月
５
日
、
日
本
の
「
伝
統

的
酒
造
り
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。「
伝
統
的
酒
造
り
」

は
、
日
本
酒
、
焼
酎
、
泡
盛
、
本
み
り
ん
な

ど
の
こ
う
じ
菌
を
使
っ
た
酒
造
り
の
技
術

で
、
日
本
の
恵
ま
れ
た
気
候
風
土
に
よ
っ

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
こ

の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
記
念

し
、
県
産
日
本
酒
の
特
徴
や
本
会
の
酒
米

事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ
　
静
岡
県
産
日
本
酒
に
つ
い
て

１
．
特
徴

　

豊
富
な
水
源
に
恵
ま
れ
る
本
県
は
、
古

く
か
ら
多
く
の
蔵
元
で
酒
造
り
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

県
産
日
本
酒
の
大
き
な
特
徴
は
、
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
で
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
で
す
。

県
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
清
酒
酵
母

「
静
岡
酵
母
」を
使
用
す
る
こ
と
で
バ
ナ
ナ

や
メ
ロ
ン
の
よ
う
な
果
実
香
と
滑
ら
か
な

口
当
た
り
が
生
ま
れ
、「
静
岡
酵
母
」
で
醸

▲県産日本酒

▲袋井工場の酒米専用精米機

▲令和誉富士

問
い
合
わ
せ
先

・・
食
糧
部　

食
糧
課

　

電
話
：
０
５
４-

2
8
4-

9
7
3
7

・・
静
岡
県
酒
造
組
合

電
話
：
０
５
４-

２
５
５-

３
０
８
２

「
伝
統
的
酒
造
り
」ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

　
　
　
〜
静
岡
県
産
日
本
酒
ブ
ラ
ン
ド
強
化
の
取
組
〜
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静 岡 県 酒 造 組 合 　 副 会 長
富 士 錦 酒 造 株 式 会 社 　 代 表 取 締 役

世界で愛される静岡の日本酒を

「誉富士」の味を多くの人に届ける

美味しい静岡県産日本酒のために

清  信 一  氏

焼 津 酒 米 研 究 会
会 長

梅 原  利 浩  氏

▲恒例の田植イベントは多くの参加者で賑わう

▲GIロゴマークを披露する清さん（左）

　平成元年から酒米栽培を始め
る。「山田錦」や「五百万石」など
の栽培に取り組んだ後、焼津市で

「誉富士」の産地化に携わる。現在
は「令和誉富士」栽培に加え、県
内全域に供給する種子の生産も行
う。

　神奈川県出身。18代目の代表と
して富士錦酒造を牽引する。富士
山からの伏流水を使用し、永年培
われた伝承技法を駆使して仕込む
酒は、キレの良いのど越しと柔ら
かな味わいが特徴。自社田で酒米
の栽培も行う。

　富士宮市柚野に位置する富士錦酒造は、江戸元禄
年間（1688～1704年）から続く老舗酒蔵だ。その18
代目を継ぐ清さんは、静岡県酒造組合の副会長も務
め、県産日本酒の普及拡大に取り組んでいる。1万
人以上の地元住民や観光客で賑わうという毎年春の

「蔵開き」は、地域を挙げた村おこしの一大イベント
だ。地域とともに発展し、愛される酒蔵の姿がそこ
にある。
　清さんは、「伝統産業を続けていくのは大変なこ

　焼津市の米農家、梅原さんは「令和誉富士」生産者
の一人だ。平成17年に試験段階から「誉富士」の栽
培に着手、以降は作付けを増やしながら約20年「誉
富士」、「令和誉富士」の栽培に取り組んできた。市
内の有志の生産者で結成する焼津酒米研究会では会
長を務め、良質な酒米作りの研究や普及活動に汗を
流す。現在は9名の会員が約36ヘクタールの田んぼ
で「令和誉富士」を栽培、県内の酒米栽培面積の約
6割を同研究会の生産者が占めている。

と、だからこそ時流を掴み、何が出来るのか常に考
えていかなければならない」と語る。ＧＩ指定に向
けては県内の酒蔵に積極的に働きかけ、足並みを揃
えた。昨年9月には、フランス・パリで開かれた日
本酒イベントで講演を行い、静岡の地酒の魅力を世
界に伝える第一歩となった。伝統的な静岡の酒造り
を守り、次世代につなげていくためには、新しい挑
戦が必要不可欠。常に革新を続けながら、世界で愛
される静岡の日本酒を目指す。

　研究会で毎年開く地元住民や酒蔵、販売店などを
集めた「誉富士」の田植え・収穫イベントは地域の
恒例行事だ。消費者や酒蔵との交流や地道なPR活動
が実り、多くの人に「誉富士」の味を知ってもらい、
ブランド認知向上に大きく貢献してきた。
　梅原さんは「静岡の酒といえば誉富士と言われる
よう、多くの人に令和誉富士で仕込んだ日本酒を味
わってほしい」と期待を込める。
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topics & news

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
（
事
務
局
：
野

菜
花
卉
課
）
は
12
月
13
日
、
静
岡
市
葵
区

の
県
庁
を
訪
れ
、
鈴
木
康
友
県
知
事
に
県

産
イ
チ
ゴ
の
主
力
品
種
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
と

「
き
ら
ぴ
香
」を
贈
呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式

で
は
、
同
協
議
会
の
飯
田
寿
夫
会
長
、「
静

岡
い
ち
ご
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
静
岡
い
ち
ご

娘
」
ら
が
出
席
し
、
本
格
出
荷
を
前
に
今

年
度
の
生
産
状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

飯
田
会
長
は
「
夏
の
猛
暑
の
影
響
で
生

育
に
苦
労
し
た
が
、
今
年
も
無
事
美
味
し

い
イ
チ
ゴ
が
で
き
た
。
需
要
期
に
向
け
出

荷
量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

名
古
屋
事
務
所
は
、
生
産
者
の
所
得
向

上
を
目
的
に
、
調
味
料
メ
ー
カ
ー
の
理

研
ビ
タ
ミ
ン
と
事
業
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
ふ

じ
伊
豆
三
島
函
南
地
区
の
「
三
島
七
草
」

２
５
０
０
パ
ッ
ク
に
同
社
商
品
「
リ
ケ
ン

素
材
力
だ
し
」
の
広
告
シ
ー
ル
と
試
供
品

2
本
を
添
付
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
共
選
出

荷
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
け
る
広
告
販
売
は
県

内
初
。
シ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
誘
導
し
、

同
商
品
を
使
っ
た
七
草
の
レ
シ
ピ
を
紹
介

し
ま
し
た
。

取
組
は
、
出
荷
資
材
高
騰
な
ど
に
よ
る

生
産
コ
ス
ト
増
加
の
打
開
策
と
し
て
、
同

事
務
所
が
七
草
パ
ッ
ク
を
広
告
媒
体
と
し

た
協
賛
に
よ
る
収
入
の
確
保
を
提
案
。
七

草
販
売
先
や
リ
ケ
ン
及
び
産
地
と
の
協
議

を
経
て
今
年
度
の
販
売
か
ら
実
現
し
、
商

品
は
東
海
地
区
の
ユ
ニ
ー
系
列
量
販
店
約

１
０
０
店
舗
で
１
月
７
日
の「
七
草
の
日
」

に
向
け
て
販
売
し
ま
し
た
。

静
岡
い
ち
ご
を
P
R

「
静
岡
い
ち
ご
」を
県
知
事
へ
贈
呈

調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
の
事
業
連
携

「
三
島
七
草
」パ
ッ
ク
に
広
告
を
導
入

▲量販店に並んだ「三島七草」（名古屋市・アピタ鳴海店）

▲広告シールを貼付した七草パック

同
事
務
所
の
担
当
者
は
「
産
地
の
負
担

が
軽
減
で
き
る
取
組
が
広
が
る
こ
と
や
、

関
係
各
社
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
消
費
者
へ
の
食
べ
方
の
提
案
通
じ
て

販
売
拡
大
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
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topics & news

生
産
振
興
開
発
課
は
12
月
20
日
、
県
農

業
会
館
で
「
営
農
経
済
渉
外
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）

連
絡
協
議
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
同
協
議

会
は
令
和
６
年
度
第
２
回
目
の
開
催
と
な

り
、
本
会
と
Ｊ
Ａ
全
農
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
Ｔ

Ａ
Ｃ
担
当
者
ら
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
の
外
園
賢
司

調
査
役
が
「
全
農
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
出
向
く
活
動

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
」
に
つ
い
て
報
告
し
、

本
会
か
ら
は
、「
茶
園
地
や
遊
休
農
地
を
活

用
し
た
補
完
作
物
の
導
入
提
案
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

各
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か
ら
は
令
和
６
年
度

の
活
動
状
況
を
報
告
し
、
人
材
育
成
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

静
岡
県
野
菜
振
興
協
会
（
事
務
局
：
野

菜
花
卉
課
）
は
12
月
19
日
、
県
農
業
会
館

で「
第
35
回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

品
評
会
は
、
生
産
技
術
の
改
善
と
品
質

向
上
が
目
的
。
県
内
各
地
か
ら
「
紅
ほ
っ

ぺ
」
90
点
、「
き
ら
ぴ
香
」
25
点
、
章
姫
1

点
の
計
１
１
６
点
が
出
品
さ
れ
、
最
高
位

の
金
賞
１
席
・
農
林
水
産
大
臣
賞
は
、
Ｊ

Ａ
掛
川
市
の
杉
山
智
さ
ん
の「
紅
ほ
っ
ぺ
」

が
受
賞
し
ま
し
た
。

県
農
林
技
術
研
究
所
の
岩
﨑
敏
之
所
長

が
審
査
長
を
務
め
、
県
職
員
や
市
場
関
係

者
、
消
費
者
代
表
ら
15
人
が
、
形
状
や
色

沢
、
玉
揃
い
な
ど
の
外
観
と
食
味
、
肉
質

静
岡
い
ち
ご
の
品
質
と
栽
培
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
て

第
35
回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会

T
A
C
の
取
組
状
況
を
確
認

営
農
経
済
渉
外
連
絡
協
議
会

を
開
催

▲金賞1席 杉山智さんの紅ほっぺ

▲外観を審査する関係者ら

▲金賞を受賞したいちご

賞 ＪＡ名 氏　名 品　種 特別賞

金賞

1 席 JA 掛川市 杉山　智 紅ほっぺ

農林水産大臣賞

静岡県農業協同組合中央会会長賞

静岡県京浜地区果実流通協議会会長賞

2 席
JA ふじ伊豆

（伊豆の国地区）
永倉　玄太 きらぴ香

関東農政局長賞 

静岡県経済農業協同組合連合会理事長賞

3 席 JA 遠州夢咲 栗本　めぐみ 紅ほっぺ
静岡県知事賞 

静岡県信用農業協同組合連合会理事長賞

4 席 JA 大井川 増田　昌拡 紅ほっぺ
静岡県農林水産業振興会会長賞

静岡県厚生農業協同組合連合会理事長賞

5 席 JA しみず 齋藤　祐貴 紅ほっぺ
静岡県経済産業部長賞

全国共済農業協同組合連合会静岡県本部長賞

な
ど
の
内
容
を
審
査
。
出
品
物
の
最
高
糖

度
は
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
の
17.7
度
、
平
均
糖
度

は
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
が
14.0
度
、「
き
ら
ぴ
香
」

が
13.7
度
で
し
た
。

金
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。
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東
京
事
務
所
は
12
月
13
日
、
大
田
市
場

で
、
Ｊ
Ａ
全
農
福
岡
県
本
部
、
Ｊ
Ａ
あ
い

ち
経
済
連
と
「
セ
ル
リ
ー
主
産
県
合
同
試

食
宣
伝
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
県
と
も
に
11
月
以
降
順
次
出
荷
が
始

ま
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
の
需
要
期
に

向
け
、
販
売
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
各
県
の
セ
ル
リ
ー
産
地
の

Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
、Ｊ
Ａ
み
な
み
筑
後（
福

岡
）、Ｊ
Ａ
あ
い
ち
み
な
み
（
愛
知
）
の
担

当
者
ら
が
「
セ
ル
リ
ー
炒
め
」
50
食
を
集

ま
っ
た
市
場
関
係
者
に
提
供
し
ま
し
た
。

「
セ
ル
リ
ー
炒
め
」
は
、調
味
料
メ
ー
カ

ー
の
ダ
イ
シ
ョ
ー
㈱
と
の
事
業
連
携
に
よ

り
同
社
商
品
の
「
青
菜
炒
め
の
素
」
を
使

っ
た
レ
シ
ピ
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

▲宣伝会で挨拶する各産地の代表者ら

▲宣伝会のようす

▲店頭販促のようす

▲お米日本一コンテスト最終審査のようす

▲県産米を配布する食糧課の職員

市
場
関
係
者
へ
旬
の
味
P
R

セ
ル
リ
ー
主
産
県
合
同
試
食
宣
伝
会ま

た
、
14
、
15
日
に
は
、
都
内
量
販
店

で
の
店
頭
販
促
を
実
施
し
ま
し
た
。
ミ
ネ

ス
ト
ロ
ー
ネ
や
ポ
ト
フ
な
ど
の
温
か
い
料

理
の
食
材
と
し
て
提
案
し
た
他
、
セ
ル
リ

ー
を
使
っ
た
料
理
の
食
べ
比
べ
な
ど
を
行

い
、
消
費
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

第
21
回
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト

品
種
賞
新
設
を
記
念
し
、県
産
米
配
布
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

県
農
芸
振
興
課
が
主
催
す
る
「
第
21
回

お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
in
し
ず
お
か
」

が
12
月
19
日
、静
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
、32

都
府
県
か
ら
40
品
種
、
５
０
６
点
の
応
募

の
う
ち
上
位
75
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
今
大
会
よ
り
本

会
が
、
品
種
賞
（
Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
賞
）

を
新
設
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
出
品
さ
れ
、

最
終
審
査
に
進
出
し
た
「
き
ぬ
む
す
め
」、

「
に
こ
ま
る
」の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
最
上
位
の

生
産
者
に
授
与
す
る
も
の
で
す
。

食
糧
課
は
品
種
賞
の
新
設
を
記
念
し
、

県
農
業
会
館
食
堂
で
県
産
米
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
し
た
。
12
月
23
日
〜
27
日
ま
で
の

期
間
限
定
で
「
き
ぬ
む
す
め
」
の
新
米
を

提
供
し
た
他
、
食
堂
利
用
者
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
ラ
イ
ス
の
配
布
も
行
い
ま
し
た
。

Keizairen ┃　　0506　　┃ Keizairen



topics & news

仕
上
り
、貯
蔵
性
を
競
う

第
59
回
静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会

第
45
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会（
ポ
ン
カ
ン
の
部
）

▲優秀賞のポンカン

第 59 回　静岡県貯蔵ミカン品評会

第 45 回　静岡県中晩生柑橘品評会（ポンカンの部）

▲優秀賞（農水大臣賞）
　の貯蔵ミカン

▲審査のようす

静
岡
県
米
麦
協
会
（
事
務
局
：
食
糧
課
）

は
12
月
10
日
、
県
農
業
会
館
で
幹
事
代
表

者
会
議
を
開
き
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係

者
ら
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
米
穀
情
勢
や
令
和
６
年
産

水
稲
の
生
育
と
作
柄
状
況
、
採
種
ほ
実
績
、

種
子
需
給
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
産
水
稲
の
種
子
価
格
や

採
種
ほ
場
の
設
置
計
画
、
安
定
供
給
へ
向

け
た
「
回
転
備
蓄
」
の
導
入
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

（
一
社
）
静
岡
県
柑
橘
振
興
基
金
協
会

と
柑
橘
果
樹
課
は
１
月
23
日
、
県
農
業
会

館
で
「
第
59
回
静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評

会
」
と
「
第
45
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品

評
会(

ポ
ン
カ
ン
の
部)

」
を
開
き
ま
し
た
。

貯
蔵
ミ
カ
ン
で
は
、最
上
位
の
優
秀
賞
・

農
林
水
産
大
臣
賞
に
石
倉
健
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

ふ
じ
伊
豆
）、中
晩
生
柑
橘
（
ポ
ン
カ
ン
の

部
）
で
は
、
最
高
位
の
優
秀
賞
に
澤
野
郁

夫
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
し
み
ず
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。貯

蔵
ミ
カ
ン
品
評
会
に
は
１
７
５
点
、

中
晩
生
柑
橘
品
評
会
（
ポ
ン
カ
ン
の
部
）

に
は
35
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
果
樹
茶
業

水
稲
生
産
基
盤
の
強
化
へ

静
岡
県
米
麦
協
会
幹
事

代
表
者
会
議
を
開
催

研
究
部
門
の
塩
谷
浩
カ
ン
キ
ツ
研
究
領
域

長
が
審
査
長
を
務
め
、
同
機
構
や
県
果
樹

研
究
セ
ン
タ
ー
、
市
場
担
当
者
と
消
費
者

代
表
ら
審
査
員
19
人
が
、
形
状
や
玉
ぞ
ろ

い
な
ど
の
外
観
と
、
肉
質
・
食
味
の
内
容
、

鮮
度
充
実
の
貯
蔵
性
を
審
査
し
ま
し
た
。

同
課
の
担
当
者
は
「
今
年
度
は
猛
暑
の

影
響
や
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
が
多
く
、

難
し
い
栽
培
環
境
だ
っ
た
が
、
生
産
者
の

努
力
で
厳
選
さ
れ
た
高
品
質
な
ミ
カ
ン
が

揃
っ
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）。

賞 ＪＡ名 氏　名 品　種 備　考

優秀賞

ＪＡふじ伊豆（なんすん地区） 石倉　健 寿太郎 農林水産大臣賞

ＪＡみっかび 髙橋　誠 陽一郎 農林水産省農産局長賞

ＪＡ静岡市 西川　雅祥 青　島 農林水産省関東農政局長賞

ＪＡとぴあ浜松 杉山　行宏 青　島 静岡県知事賞

ＪＡふじ伊豆（なんすん地区） 渡邊　善行 寿太郎 静岡県経済産業部長賞

ＪＡ大井川 渡邊　龍之 青　島 日本園芸農業協同組合連合会会長賞

ＪＡみっかび 山本　真 陽一郎 静岡県京浜地区果実流通協議会長賞

賞 ＪＡ名 氏　名 品　種 備　考

優秀賞 ＪＡしみず 澤野　郁夫 太　田 農林水産省関東農政局長賞
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

一
は
じ
め
に

　

茶
栽
培
に
お
け
る
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の

方
法
論
と
し
て
、
石
灰
窒
素
の
活
用
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
論
で
は
、

年
間
窒
素
施
用
量
の
24
％
以
上
を
石
灰
窒

素
由
来
の
窒
素
に
代
替
す
る
こ
と
で
、
年

間
窒
素
施
用
量
に
4.71
×
10-³
を
乗
じ
た
二
酸

化
炭
素
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
生
産
現
場
で
は
石
灰
窒
素
等
の

石
灰
分
を
含
む
肥
料
を
施
用
す
る
と
、「
葉

が
硬
く
な
る
の
で
は
？
」
と
不
安
視
す
る

意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

石
灰
窒
素
を
施
用
し
た
場
合
、
茶
の
品
質

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
を
調
査

し
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
よ
り
効
率
的

な
使
い
方
を
検
証
し
ま
し
た
の
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
石
灰
窒
素
の
収
量・品
質
へ
の
影
響

　

石
灰
窒
素
を
苦
土
肥
料
と
と
も
に
春

又
は
秋
に
施
用
し
た
場
合
（
37
％
代
替
）、

ま
た
春
と
秋
両
方
で
施
用
し
た
場
合
（
58

％
代
替
）
の
、一
番
茶
の
繊
維
含
有
率
（
通

称
「
Ｎ
Ｄ
Ｆ
」）
と
カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
率

を
図
１
に
、
一
番
茶
の
収
量
指
数
を
図
２

に
お
示
し
し
ま
す
。
代
替
率
は
、
年
間
窒

素
施
用
量
に
占
め
る
石
灰
窒
素
由
来
の
窒

素
の
割
合
を
示
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
生
産
現
場
で
懸
念
さ
れ
て
い
る

「
石
灰
窒
素
の
施
用
に
よ
る
茶
の
硬
化
」

に
つ
い
て
、
茶
芽
の
硬
度
の
指
標
で
あ
る

Ｎ
Ｄ
Ｆ
は
慣
行
栽
培
と
比
較
し
て
統
計
的

な
有
意
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
茶
葉
の
硬
化
に
伴
っ
て
含
有
率
が
高

ま
る
カ
ル
シ
ウ
ム
も
慣
行
栽
培
と
比
較
し

て
統
計
的
な
有
意
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
石
灰
窒
素
を
苦
土

肥
料
と
と
も
に
施
用
し
て
も
、
茶
の
硬
化

ＪＪ--

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組
に
役
立
て
た
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組
に
役
立
て
た
い
‼‼

茶
園
で
の
石
灰
窒
素
の
有
効
活
用
法

茶
園
で
の
石
灰
窒
素
の
有
効
活
用
法

私
が紹介

します

!

静岡県農林技術研究所
茶業研究センター 茶環境適応技術科

上席研究員

白鳥  克哉

図１ 石灰窒素の代替が一番茶のNDF
　　 及びCa含有率に及ぼす影響

図２ 石灰窒素の代替が一番茶の収量に及ぼす影響

図３ 土壌中の無機態窒素濃度とpHに
　　 及ぼす石灰窒素代替率の影響（2月施用）

が
進
ん
で
し
ま
う
現
象
は
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
茶
の
収
量
は
、
試
験

区
間
で
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
石
灰
窒
素
を
用
い
た
試
験
区
で
多

い
傾
向
に
あ
り
、
収
量
指
数
が
最
も
高
か

っ
た
の
は
、
代
替
率
が
30
％
の
試
験
区
で

し
た
（
図
２
）。
ま
た
、
茶
葉
中
の
窒
素

含
有
率
も
慣
行
区
と
石
灰
窒
素
施
用
区
と

の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
ず
（
表
１
）、

官
能
審
査
の
評
点
も
同
等
で
し
た
。

3

4

5

0

20

40

60

80

土
壌
pH

２月無機態窒素
４月無機態窒素
２月pH
４月pH

慣行 37％代替 58％代替

無
機
能
窒
素
（
m
g/
10
0g
乾
土
）

慣行 37％代替 58％代替
0

1

2

0

5

10

15

20

25

N
D

F（
%
）

NDF Ca

C
a含
有
量
（
m
g/
g乾
物
）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

慣行 30％
代替

37％
代替

58％
代替

試験区 全窒素含有率

慣行

30％代替

37％代替

58％代替

5.4

5.4

5.5

5.7

収
量
指
数

表１ 一番茶の全窒素含有率

Keizairen ┃　　0708　　┃ Keizairen



最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

証
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
切
り
後
の
石
灰
窒
素
の
全
面
施
用
が
、

翌
年
度
の
一
番
茶
・
二
番
茶
に
与
え
る
影

響
は
ま
だ
調
査
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

令
和
７
年
度
に
調
査
予
定
で
す
の
で
、
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
整
理
し
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
お
わ
り
に

　

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
取
り
組
む
場
合
、

実
施
す
る
取
組
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
量
の
計
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
石
灰
窒
素
の
施
用

に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

簡
易
計
算
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
（
図

５
）。
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
事
業
者
の
う
ち
、

本
計
算
シ
ー
ト
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
方

や
、
石
灰
窒
素
を
活
用
し
た
施
肥
設
計
を

希
望
さ
れ
る
指
導
機
関
の
方
々
は
、
茶
業

研
究
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

三
石
灰
窒
素
の
土
壌
へ
の
影
響

　

石
灰
窒
素
は
、
硝
化
抑
制
機
能
に
よ
る

肥
効
の
長
さ
が
特
徴
で
す
。
２
月
に
石
灰

窒
素
を
施
用
し
た
場
合
、
慣
行
栽
培
に
比

べ
て
、
一
番
茶
期
ま
で
の
土
壌
中
の
無
機

態
窒
素
濃
度
が
高
く
維
持
さ
れ
、
土
壌
㏗

も
基
準
内
（
㏗
４
〜
５
）
に
矯
正
す
る

こ
と
が
可
能
で
し
た
（
図
３
）。
た
だ
し
、

石
灰
窒
素
に
よ
る
窒
素
代
替
率
が
58
％
の

場
合
は
、
土
壌
㏗
が
施
肥
基
準
の
５
を
若

干
上
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
施

用
前
に
土
壌
分
析
に
よ
り
㏗
を
確
認
し
、

適
切
な
施
用
量
を
検
討
す
る
の
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

連
絡
先

菊
川
市
倉
沢
一
七
０
六
―
一
一

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
茶
業
研
究

セ
ン
タ
ー
茶
環
境
適
応
技
術
科
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図４ 石灰窒素の雑草抑制効果に対する施用時期と
　　 代替率の影響（2月施用3月撮影）

図５ 石灰窒素の活用による温室効果ガス削減量の計算シートと計算例

　

ま
た
、
春
肥
に
石
灰
窒
素
を
施
用
し
た

区
と
慣
行
栽
培
し
た
区
の
う
ね
間
土
壌
を
、

春
肥
施
用
後
の
３
月
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

慣
行
栽
培
区
に
比
べ
て
石
灰
窒
素
施
用
区

は
雑
草
の
繁
茂
程
度
が
か
な
り
低
く
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
４
）。
石
灰

窒
素
に
含
ま
れ
る
シ
ア
ナ
ミ
ド
に
は
種
子

の
発
芽
抑
制
効
果
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
雑
草
の
種
子
の
発
芽
が

抑
制
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同

量
の
石
灰
窒
素
を
秋
肥
に
施
用
し
た
37
％

代
替
区
で
は
、
雑
草
の
繁
茂
が
慣
行
栽
培

と
同
程
度
認
め
ら
れ
た
た
め
、
石
灰
窒
素

に
よ
る
雑
草
の
抑
制
効
果
は
、
施
用
後
１

カ
月
程
度
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
注
意
点
と
し
て
、
石
灰
窒
素
は
発

芽
を
抑
制
す
る
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
発

芽
済
み
の
雑
草
の
成
長
を
抑
制
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
石
灰
窒
素

を
活
用
し
た
場
合
、
除
草
労
力
を
軽
減
さ

せ
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

除
草
回
数
を
減
ら
せ
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
石
灰
窒
素
の
肥
効
の
長
さ
と
、

ア
ル
カ
リ
効
果
（
土
壌
㏗
を
高
め
る
こ
と

で
有
機
物
の
分
解
を
促
進
す
る
効
果
）
を

期
待
し
て
、
中
切
り
後
の
石
灰
窒
素
施
用

の
効
果
を
検
証
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

雑
草
の
発
芽
抑
制
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、

中
切
り
後
の
樹
冠
下
の
雑
草
繁
茂
対
策
と

し
て
、
石
灰
窒
素
を
全
面
施
用
（
う
ね
間

と
樹
冠
下
両
方
に
茶
株
面
上
か
ら
肥
料
を

施
用
）
す
る
方
法
の
有
効
性
に
つ
い
て
検

石灰窒素の活用による温室効果ガス削減量計算シート

年間窒素施用量
石灰窒素施用量

温室効果ガス削減量の計算可否
石灰窒素由来の窒素施用量の割合
ベースラインの温室効果ガス排出量
石灰窒素を活用した場合の温室効果ガス排出量
温室効果ガス削減量

31.3 
0.48
0.29
0.19

10a(1 反）あたりの取引金

想定取組面積に対応した取引金額
　左側で「反（10a）」の欄に面積を入力した場合… 
　左側で「町歩（ha） 」の欄に面積を入力した場合…
　左側で「平米（m²）」の欄に面積を入力した場合…

以下の項目は、Jークレジットの方法論 AG003 を活用した取組を
検討する際の参考データ出力を希望する場合にご入力ください
想定している CO2 排出削減量取引単価
相対している AG003 取組面積
※入力しやすい単位の欄にご入力下さい

円 /t-CO₂
反（10a）
町歩（ha）
平米（ｍ2）

※審査料等の AG003 実施に必要な
　経費は差し引かれていません

942
【任意入力項目】

【入力項目】
kgN/10a
kg/10a

5000

4

【計算結果】

【計算結果】
円 /10a

円
円
円

計算可能です
%
t -CO₂/10a
t-CO₂/10a
t-CO₂/10a

40
25

37,678
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▲動画はこちらから ▲特設サイトはこちらから

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

information

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ
番組「しずおかごはん食べたい！」（テレビ静岡・全11回放送）
に協賛し、県産米のPRを行っています。
　令和6年度の第9回目（1月18日）の放送では、タレントの村上
佳菜子さんと光田有志アナウンサーが掛川市と菊川市から「掛
川こしひかり」を紹介しました。
番組では、ビデオメッセージで出演したJA掛川市の生産者、長
谷川盛一さんは「掛川こしひかりは、強い粘りとかみしめるほ
どに広がる旨味と甘みが特徴で、とても美味しいです。」と話
し、「掛川こしひかり」の美味しさをPRしました。

　静岡県いちご協議会（事務局：野菜花卉課）は1月11日、今
年度の「静岡いちご」プロモーション動画と特設サイトを公
開しました。
　イメージキャラクターは、県内出身タレントの池田美優

（みちょぱ）さんが5年連続で務め、「静岡いちご」の主力品種
「紅ほっぺ」と「きらぴ香」をPRします。プロモーション動

画はテレビCMとして県内で放映される他、本会公式YouTube
チャンネルでも5月末までの期間限定で配信中です。ぜひご
覧ください！

「静岡いちご」特設サイトと
プロモーション動画を公開しました！
「静岡いちご」特設サイトと
プロモーション動画を公開しました！
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Export

Report

DAY３ 12/９ 商談会

DAY２ 12/８ 大使館訪問、
レストランフェア視察

DAY１ 12/７ 市場調査

まとめ Qatar Summary

輸出レポート

担当：営業部　流通開発課（TEL:054-284-9728）

　本会は、シンガポール、香港、米国などを中心に県産
農産物の輸出拡大に取り組んでいます。しかし昨今、主
要な輸出先国での価格競争が激化する中、新たな市場へ
の進出が求められています。そこで、中東市場への販路
開拓を目指し、昨年12月上旬にカタール・ドーハで開催
された「湾岸諸国青果物商談・プロモーション」に参加
しましたので報告します。

概　要
　イベントは、本会が加盟する「日本青果物輸出促進協議会」が
主催し、商談会をはじめ、現地レストランでのフェア開催と視察、
輸送実験、市場調査などを実施しました。本会の他、５つの事業
者が参加し、イチゴ、ミカン、メロンなどの青果物をPRしました。
参加事業者
JA静岡経済連、熊本県農畜産物輸出促進協議会、㈱Uluu Japan（福
岡県）、㈱日下農園（浜松市）、カネブン青果㈱（東京都）

　ドーハの日本国大使館を訪問し、カタールの経済情勢
や食料事情などの説明を受けました。また、現地の日本
食レストランでのフェアを視察し、3つの店舗で出展事
業者の青果物を使用した特別メニューを試食しました。
シェフからは青果物のフィードバックをいただき、お客
様のニーズや求める食材などについて質問しました。

　商談会は、量販店バイヤーやレストラン関係
者向けの第1部、王族、VIPなどゲスト向けの第
2部に分けて行い、本会からはイチゴ（紅ほっ
ぺ、きらぴ香）、ミカン、メロン、煎茶（揉一ひ
とえ）を提案し、いずれの品目も味・品質とも
に高い評価をいただきました。

・ 量販店での青果物の販売価格は日本国内との極端な差はない。また、
近隣諸国産が大半を占めており日本産の販売は輸送コストを加味した
価格面が課題。販売方法には工夫が必要。

・ 現地の日本食レストランでは、魚・牛肉、米、わさびなどで日本産を
使用しているが、デザートに使う食材はコストを落とす傾向がある。

・ 商談会で提案した静岡県産の品目はいずれも味・品質ともに高い評価
を得た。

・ 煎茶は試飲が好評で、レストラン向けの業務需要で販路開拓の可能性
がある。

名称：カタール国
面積：11,427㎢（秋田県よりやや小さい）
人口：約300万人（内カタール人は約1割）
言語：アラビア語（公用語）、英語
経済：石油、天然ガスに依存したモノカルチャー経済
1人あたりGDP：約82,000ドル
（日本は約35,000ドル）
対日輸出：1兆7,390億円（石油、LNGなど）
対日輸入：1,639億円（自動車、鉄鋼管など）

　現地量販店を視察し、農産物価格や産地、需要傾向な
どを調査しました。カタールの量販店では日本産青果物
の流通はほとんど見られず、アフリカやヨーロッパなど
近隣諸国からの輸入が中心。日本産の煎茶・抹茶はごく
一部の店舗では取り扱いがあるものの売り場は狭い印象
でした。

▲第1部 ▲第2部

▲熊本産メロンを
　使用したデザート

▲日本食レストラン
　「MORIMOTO」

▲大使館訪問のようす
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担当：みかん園芸部 野菜花卉課（TEL：054-284-9714）
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